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一泌尿器科－

「泌尿器科診療に役立つ雑誌」

１。はじめに

日常診療に追われる一泌尿器科医として、

数ある泌尿器科関連の雑誌からひとつずつ正

確な評価を行い、これを読者に伝えるには私

か適当な人物とは思えないので辞退したかっ

たが、結局引き受けることとなった。書くに

あたって自分に納得させたことは、格好をつ

けず、自分が自分の領域の知識水準を保つた

めに最低限目を通している、または目を通す

べきと考えている雑誌を紹介するとともに、

この際、最近の市中病院の医師がどのような

経路で清報を入手し活用しているかを紹介す

れば十分であろうと考えた。

２。泌尿器科一般領域の英文誌

「ＪＵ」、我々泌尿器科医の間でこう呼ぶ

「ＪｏｕｒｎａｌｏｆＵｒｏｌｏｇｙ」は筆者も末席に加え

ていただいたアメリカ泌尿器科学会の学会誌

でもあるが、世界中から優れた泌尿器科関連

の論文が投稿され、一冊だけ選ぶとしたらす

べての泌尿器科医はこの雑誌を選択するであ

ろう。泌尿器科関連すべての ｓｕｂｓｐｅｃｉａｌｔｙ

をカバーしている雑誌である。泌尿器科医が

医局や病院で抄読会を開くとき、まずこの雑

誌が選ばれる。筆者は、全領域をカバーする

英文誌ではＪＵ以外に「Ｕｒｏｌｏｇｙ」と「Ｂｒｉｔ－

ｉｓｈＪｏｕｒｎａｌｏｆＵｒｏｌｏｇｙ」が重要と考えてい

るが、実際には毎月、送られてくるＪＵの目

次に目を通して幾つかの ａｂｓｔｒａｃｔを読み、
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本文を読むのはほんの数編というのが実状で

ある。他に、１９９４年から日本泌尿器科学会も

英文誌を「Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ ＪｏｕｒｎａｌｏｆＵｒｏ－

ｌｏｇｙ」として出版している。これについては

我々がもり立てて行かねばならない。

３。泌尿器科医にとっての専門領域の英文誌

とこれを補う一般誌、データベース

私の泌尿器科医 としてのｓｕｂｓｐｅｃｉａｌｔｙ は、

腎移植、エ ンドウロロ ジー（泌尿器科関連の

新しい内視鏡治療などを中心 に扱う領域）、

そして泌尿器悪性腫瘍である。腎移植につい

ては最も重要な雑誌 は「Ｔｒａｎｓｐｌａｎｔａｔｉｏｎ」

と「ＴｒａｎｓｐｌａｎｔａｔｉｏｎＰｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ」である。

この２つが学会の公認雑誌とも言うべきも

のである。「ＴｒａｎｓｐｌａｎｔａｔｉｏｎＰｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ」

は最近、世界中で開催される規模の小さな研

究会レベルの学会やひとつの国の学会記録も

掲載されるため、雑誌のボリュームの割に引

用される機会が減り ＩｍｐａｃｔＦａｃｔｏｒ が低下し

つつあるが、ＴＯＴＡＬＣＩＴＥＳの数は、ＩｍｐａｃｔＦａ－

ｃｔｏｒ のより高い「Ｃｌｉｎｉｃａｌｔｒａｎｓｐｌａｎｔａｔｉ－

ｏｎ」や「ＴｒａｎｓｐｌａｎｔＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ」を遥か

に上回っている。２年に１［司は審査の厳しい

国際移植学会の全発表論文が掲載されるので、

筆者は、移植の推移を知るためにこの特集号

だけは、１９７８年の学会（ シクロスポリンの最

初の発表があった）の分から２年おきに、い

つでも取りだせるよう自分の書庫に保存して

ある。移植については、重要な論文が「Ｔｈｅ

Ｌａｎｃｅｔ」や「ＮｅｗＥｎｇｌａｎｄＪｏｆ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ」
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に掲載されることがあるので、図書室へ行く

と目次にだけは目を通すようにしている。古

くはオックスフォードからの、当時画期的で

あった シクロ スポリンの最初の臨床成績、最

近ではシクロ スポリンとタクロ リムスのアメ

リカとヨーロッパでの ｒａｎｄｏｍｉｚｅｄｓｔｕｄｙ が

これらの雑誌に掲載された。

エンドウロロジーについてはまだ新しい領

域であり、「ＥｎｄｏｕｒｏｌｏｇｙａｎｄＥＳＷＬ」という

雑誌があるがこれはその道の専門家のための

雑誌 であり、 この分野 の最 も重 要な論文は

「Ｊｏｕｒｎａｌｏｆ Ｕｒｏｌｏｇｙ」に掲載されているの

が現状である。英文誌という意味では、日本

ｅｎｄｏｕｒｏｌｏｇｙＥＳＷＬ 学会の機関誌 「Ｊａｐａｎｅｓｅ

Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆ ＥｎｄｏｕｒｏｌｏｇｙａｎｄＥＳＷＬ」も約１０

年間、英文誌を年２～４回発行してきたが、最

近は若い医師が読みやすく投稿 しやすくする

ために、一部日本語化されてしまったので寂

しい思いがする。

癌関連ではＪＵ以外に「Ｃａｎｃｅｒ」や「Ｃａｎ－

ｃｅｒ Ｒｅｓｅａｒｃｈ」に泌尿器科関係の論文がない

か目を通すようにしている。アメリカでは前

立腺癌が男性で最 も頻度の高い癌であること

などから「Ｐｒｏｓｔａｔｅ」という雑誌にも前立腺

癌の重要な論文が掲載されることがある。雑

誌ではないが、癌についてはアメリカ国立が

ん研究所（ＮＣＩ）から出されるＰＤＱ（ｐｈｙｓｉｃｉａｎ’ｓ

ｄａｔａｑｕｅｒｙ）ファイルはアメリカでの癌の治

療指針であり、最新の情報を十分吟味した上

で取り入れ、完成度を上げるためかなり頻回

に書き換えられている。これを知 った１９９２年

当時は、ニフテ ィーサーブの ＩＮＦＯＣＵＥ 経由

で アメリカの有料デ ータベースからダ ウン

ロードしていたが、今ではイ ンターネットか

ら無料で容易に最新のデータベースを入手で

きる。 日本で は国立がん センタ ーの ホーム

ペ ージ（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｉｎｆｏ，ｎｃｃ．ｇ０．ｊｐ／Ｏｓｊ／

ｉｎｄｅｘｊ．ｈｔｍｌ）から入手するのが わかりやす

い。ただ、最近の傾向として、ひとつの癌に

関する記載のボリュームが増え すぎて簡単に

は目を通しにくくなったことが気になる。要

領としてはダウンロードしたデータはファイ

ルを印刷などせず、テキストファイルとして

そのまま自分のコンピュータに保存し、必要

に応じてワープロやエディターの検索機能を

使用しながら必要な項目を読むのがスマート

なやり方であろう。このような読み方は、紙

の雑誌では絶対不可能な方法である。

泌尿器科のその他の ｓｕｂｓｐｅｃｉａｌｔｙ として

ウロダイナミックス、小児泌尿器科、男性不

妊、尿路感染などがある。筆者はこの領域で

はあまり学会活動をしておらずこの領域に特

化した重要な雑誌がどれかあまりよく知らな

いので、この領域を専門とする医師から得た

情報をもとにして簡単に触れるのみとする。

ひとつだけ挙げるなら、ウロダイナミックス

では「ＮｅｕｒｏｕｒｏｌｏｇｙａｎｄＵｒｏｄｙｎａｍｉｃｓ」、小

児泌尿器では「ＰｅｄｉａｔｒｉｃＳｕｒｇｅｒｙ」、男性不

妊に関しては「Ｆｅｒｔｉｌｉｔｙａｎｄｓｔｅｒｉｌｉｔｙ」

が重要な雑誌だそうである。他に、毎回特集

中心のやや特異な存在の「ＵｒｏｌｏｇｉｃＣｌｉｎｉｃｓ

ｏｆＮｏｒｔｈＡｍｅｒｉｃａ」も興味のある特集は後で

よくコピーを入手する雑誌である。

以上が私なりに選んだ、泌尿器科関連の

オーソドックスな英文誌に関する情報である。

泌尿器科というあまり守備範囲の広くない領

域なので、ここに挙げた「Ｌａｎｃｅｔ」や「Ｎｅｗ

ＥｎｇｌＪＭｅｄ」を除くと ＩｍｐａｃｔＦａｃｔｏｒ があ

る程度高い雑誌は「ＪｏｕｒｎａｌｏｆＵｒｏｌｏｇｙ」や

「Ｕｒｏｌｏｇｙ」、「Ｔｒａｎｓｐｌａｎｔａｔｉｏｎ」のみで、

あとはあまり高いものではないので、恒例の

ＩｍｐａｃｔＦａｃｔｏｒ は一部の雑誌に限って表に掲

載しておく。

４。和文誌の役割

日本の雑誌は学会誌やそれに準ずる雑誌

（私の場合日本泌尿器科学会誌。泌尿器科紀

要、移植、癌治療学会誌、腎臓学会誌など）

は、特集などは少なく、どうしても博士論文

用などの基礎研究に関するものが多くなり、

臨床に役立つ雑誌の概念からは離れてしまう

傾向があるのは否めない。むしろ、日本語の

雑誌は自分の専門領域から少し離れた領域に

関してまとまった知識を至急手に入れたい時
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に、その目的の特集があるとありかたい。

従って、泌尿器科医にとってもその観点から

見ると雑誌の範囲は少し広くなる。私かある

テーマで特集号を探した結果行き着いた雑誌

は、ほとんどが商業誌であるが、この１年で

は、「最新医学」「腎と透析」「医学のあゆ

み」「臨床免疫」などであり、次の１年では

全く異なる雑誌にお世話になるかもしれない。

５．インターネット等の活用

これ以降、全くの独断で思ったことを書か

せてもらう。癌の治療指針でも述べた通り、

いまや、必要な情報はインターネットで何で

も手に入ると錯覚するような時代である。私

の例で言うと、講演などでアメリカの最近の

腎移植の成績が必要となったとしたら以前は

そのデータの載っていそうな本や雑誌をいく

つも繰ったものであるが、現在では ＵＮＯＳ

（ＵｎｉｔｅｄＮｅｔｗｏｒｋｆｏｒ ＯｒｇａｎＳｈａｒｉｎｇ）の

ホームページからどの雑誌にもない最新のデ

ータが入手できる。ある日突然、自分の ｃｕｒ－

ｒｉｃｕｌｕｍｖｉｔａｅを提出することが必要となり

ｂｉｂｌｉｏｇｒａｐｈｙ の更新がしてなかったのであ

わてたが、何のことはない。インターネット

上の Ｍｅｄｌｉｎｅ から自分の名前を検索してそ

れをファイルに落としてちょっと手直しした

だけで完成した。

あるテーマについてまとまった知識を得る

必要がでてきた場合、昔ならそのテーマに関

する論文の掲載されそうな雑誌で過去１年間

ぐらいの中からできるだけ新しい論文を探し

当て、あとは孫引きしてゆくという手法を取

っていた。しかし、これで得た関連論文を

やっとの思いで入手すると予想と異なってい

ることもしばしばであった。図書室にどの病

院でも Ｍｅｄｌｉｎｅ の ＣＤ－ＲＯＭが設置されるよ

うになってこの環境は激変した。しかし、一

人で長時間占拠する訳にもいかず、ａｂｓｔｒａｃｔ

を片っ端から印刷するとこれも結構な量に

なる。仕方なく、ａｂｓｔｒａｃｔ をフロッピーに

収まる範囲でダウンロードして自分のコン

ピュータで読む。そのために、もう一度デー
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タベースを再構築するためのツールを自分で

プログラミングしたりもした。最近は、多少ス

ピードは落ちるが、もっぱら、ｆｒｅｅの Ｍｅｄｌｉｎｅ

を自分のパソコンからアクセスしている。

Ａｂｓｔｒ－ａｃｔを見て必要な論文を絞り込み、後

は病院の図書室で手元にある雑誌をコピーし、

見つからないものについては、司書の方にお

願いして外部から入手している。これが私の

最近の医学雑誌を通した典型的な情報の入手

方法である。

これらの例はいわば能動的な情報収集であ

るが、受動的な情報の流入も増加しつつある。

エイズ薬害問題以来、厚生省発院内薬局経由

と製薬会社から薬の副作用に関しても、とて

も目を通せない量の情報が流れてくる。受動

的な情報は印刷物の形で入ってくるが、その

時点で興味を引く情報は多くはない。とにか

く全部伝えておくという姿勢だから生半可な

量ではない。机の上にしばらく積まれやがて

ゴミ箱へ消えていく。重要度別にグレードを

つけ、しかもその薬剤を使用する可能性のあ

る医師に専門領域別の情報提供はできないも

のだろうか。そして、やはりいつどこからで

もアクセスでき、色々なアプローチ方法で検

索できるようなデータベースを早急に確立し

てほしいものである。

６。今後の医学雑誌の方向

さて、このような情報の氾濫した世の中で、

果たして従来からの紙の雑誌の意味は何であ

ろう。私にとっては、２から３の固定した雑

誌で、厳しい審査を通って掲載された一流誌

の論文を通して、自分の領域における最先端

の方向性をつかみ、一方で自分の周辺領域の

知識不足を私にとってはずっと読みやすい日

本語の特集である程度のレベルに保っていく

という、２つの意味であろうか。 あとは、

今示したようにインターネットを通しての情

報収集となってしまう。いずれ、個人のイン

ターネット接続者の比率が高まり、料金の徴

収方法が確立すれば、雑誌への投稿論文も雑

誌への掲載と同時にインターネット上に公開
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されるであろう。掲載を拒否された論文が個

人のホームページで公開され、これが役立つ

情報でありさらに質問を受け付けるとしたら

一流誌もただ質の維持だけでなく、ネット上

でのディスカッションの場の提供や、一定期

間を経た雑誌の無料公開などのサービスを余

儀なくされるであろう。

このような時代になれば、司書の方々の仕

事の内容は、ネット上で日々変化する情報を

我々医師に伝えていただいたり、情報機器の

使用に抵抗感を示す医師に、新しいシステム

の使用方法を伝授するようなことが重要な役

割となってこよう。

了。おわりに

情報化時代の医学雑誌の役割について書き

ながら、現在私の部屋は自宅も病院も、医師

になってから購読した雑誌が捨てきれずに山

積みにされている。医学雑誌に関してこんな

格好をつけた意見を吐いてしまったからには

やはり寂しいが、ごく重要なもの以外さっさ

とゴミに出すしかなさそうだ。

今回紹介した、泌尿器科・腎移植分野にとって重要な雑誌のＩｍｐａｃｔＦａｃｔｏｒ
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出典『ＪｏｕｒｎａｌｏｆＣｉｔａｔｉｏｎＲｅｐｏｒｔＲ１９９８』
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